
仕
事
確
保
・
労
働
条
件
改
善
・
組
織
拡
大
を
図
ろ
う
！

7700年年のの歴歴史史をを糧糧にに
揺揺るるががぬぬ団団結結とと運運動動でで

大
会
は
午
前
十
時
か
ら
丸
田

副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の

後
、
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

組
合
員
に
対
す
る
黙
と
う
が
あ

り
ま
し
た
。
髙
谷
資
格
審
査
委

員
長
の
報
告
を
受
け
て
大
会
の

成
立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
は
、
浦
上
東
支

部
の
金
子
嘉
和
代
議
員
と
佐
世

保
東
支
部
の
大
庭
真
八
代
議
員

を
選
出
。

は
じ
め
に
執
行
部
を
代
表
し

て
北
村
委
員
長
が
、
昨
年
末
の

衆
議
院
選
挙
、
本
年
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
の
お
礼
を
述
べ
た

後
「
国
は
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
引
き
上
げ
、
社
会
保
険

へ
の
加
入
を
す
す
め
て
い
る
。

私
た
ち
は
賃
金
引
上
げ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
法
定
福
利
費
の

別
枠
確
保
と
標
準
見
積
書
の
活

用
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
仕
事
対
策
と
し
て

全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
設

立
や
県
・
市
町
の
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
活
用
を
は
か
る
こ

と
を
め
ざ
す
他
、
建
設
国
保
予

算
ハ
ガ
キ
行
動
や
組
織
拡
大
行

動
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
、

来
年
四
月
の
組
合
結
成
四
〇
周

年
を
増
勢
で
迎
え
ま
し
ょ
う
と

大
会
の
成
功
を
託
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
連
合
長
崎
の
森

会
長
は
「
建
設
長
崎
と
は
万
灯

流
し
の
平
和
行
動
を
は
じ
め
と

し
て
様
々
な
運
動
に
引
き
続
き

行
動
を
供
に
し
て
い
く
」
と
挨

拶
。
九
州
各
県
連
の
代
表
や
推

薦
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。

組
織
拡
大
表
彰
で
は
、

年
間
目
標
を
達
成
し
さ

ら
に
純
増
を
し
た
佐
世

保
東
支
部
・
東
長
崎
支

部
・
大
村
支
部
・
佐
世

保
中
央
支
部
・
諫
早
支

部
・
島
原
支
部
の
六
支

部
と
、
拡
大
目
標
を
達

成
し
た
中
央
支
部
・
浦

上
西
支
部
・
西
彼
支
部

の
三
支
部
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
技
能
競
技
大
会

で
受
賞
さ
れ
た
選
手
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
か
ら
田
口
書
記
次

長
が
出
席
さ
れ
社
会
保
険
を
め

ぐ
る
情
勢
な
ど
の
報
告
を
ま
じ

え
て
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
六
年

度
活
動
経
過
報
告
や
会
計
決
算

報
告
、
平
成
二
十
七
年
度
運
動

方
針
案
、
会
計
予
算
案
な
ど
を

承
認
。

役
員
改
選
で
は
、
田
中
選
挙

管
理
委
員
長
が
平
成
二
十
七
年

度
の
役
員
の
氏
名
を
読
み
上
げ
、

新
執
行
部
が
全
員
の
拍
手
で
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
丸
田
前
副
委
員
長
と

主
婦
会
の
渡
邉
前
副
会
長
が
退

任
。
新
た
に
寺
田
副
委
員
長
、

田
上
副
委
員
長
、
石
田
書
記
長
、

西
平
書
記
次
長
、
平
戸
支
部
の

原
田
執
行
委
員
、
主
婦
会
の
山

形
副
会
長
、
池
田
特
別
執
行
委

員
が
新
任
と
な
り
ま
し
た
。

新
執
行
部
を
代
表
し
て
北
村

委
員
長
が
「
魅
力
あ
る
建
設
長

崎
を
構
築
す
る
た
め
新
執
行
部

と
組
合
員
が
一
丸
と
な
り
仲
間

を
増
や
し
、
来
春
四
月
の
組
合

結
成
七
〇
周
年
を
増
勢
で
迎
え

ま
し
ょ
う
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

大
会
議
長
が
「
七
〇
年
の
歴

史
を
糧
に
、
ゆ
る
が
ぬ
団
結
と

運
動
で
仕
事
・
賃
金
・
労
働
条

件
改
善
・
組
織
拡
大
を
図
ろ

う
」
と
十
二
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
読
み
上
げ
全
員
の
拍
手
で

採
択
。
本
大
会
で
決
定
し
た
運

動
方
針
を
全
力
で
推
進
す
る
と

の
大
会
宣
言
を
村
上
青
年
部
長

が
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

最
後
に
里
副
委
員
長
の
閉
会

あ
い
さ
つ
、
北
村
委
員
長
の
音

頭
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱

し
て
定
期
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
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第70回定期大会
特 集 号

建
設
長
崎
第
七
〇
回
定
期
大
会
が
、
七
月
十
九
日
に
長
崎
新
聞

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
下
各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
を
は
じ
め

二
三
一
名
が
出
席
。

全建総連書記次長
田口 正俊 氏

連合長崎会長
森 光一 氏

民主党長崎県連代表代行
宮島 大典 氏

社民党長崎県連代表
吉村 庄二 氏

来
賓
紹
介（敬称略

）

全
建
総
連

書
記
次
長

田
口

正
俊

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

原
口

俊
一

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

船
元

健
市

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

乙
成

治
義

連
合
長
崎

会
長

森

光
一

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

議
長

上
川

剛
史

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

議
長

平
野

忠
司

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

県
本
部
長

森
田

孝
徳

全
労
済
長
崎
県
本
部

本
部
長

原
田

敏
春

長
崎
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

堤

典
子

長
建
木
材
供
給
㈱

取
締
役
部
長

水
蘆

孝
巳

社
会
民
主
党
長
崎
県
連

代
表

長
崎
県
議
会
議
員

吉
村

庄
二

民
主
党
長
崎
県
総
支
部
連
合
会

代
表
代
行

宮
島

大
典

長
崎
県
議
会
議
員

坂
本

浩

長
崎
市
議
会
議
員

池
田

章
子

諫
早
市
議
会
議
員

田
添

政
継

大
村
市
議
会
議
員

村
上

信
行

佐
世
保
市
議
会
議
員

古
家

勉

島
原
市
議
会
議
員

草
野

勝
義

長
与
町
議
会
議
員

安
部

都

高
木
義
明
衆
議
院
議
員

秘
書

山
﨑

龍
二

建
設
長
崎

元
執
行
委
員
長

前
田

富
雄

建
設
長
崎

前
執
行
委
員
長

相
川

哲
男

大
会
出
席
者
数

代
議
員

一
一
六
名

執
行
部

五
一
名

書
記
局

四
一
名

来

賓

二
三
名

合

計

二
三
一
名
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執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

組
合
結
成
70
周
年
を
増
勢
で
迎
え
よ
う

県
下
各
地
よ
り
建
設
長
崎
第
七
十
回
定
期
大
会

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
代
議
員
の
皆
さ
ん
、

本
日
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
公
私
共
に
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席
を
賜
り

ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
、
本
日
は
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
蔭
様
で
節
目
の
第
七
十
回
定

期
大
会
が
盛
会
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
は
昭
和
二
十
一
年
、
三
十
五
名
で
組
合
結

成
準
備
会
を
お
こ
し
、
四
月
に
は
五
十
名
程
度
で
、

建
設
長
崎
の
前
進
で
あ
る
「
長
崎
日
雇
労
働
組

合
」
を
結
成
し
、「
長
崎
県
日
雇
労
働
組
合
」
か

ら
「
長
崎
地
区
土
建
産
業
労
働
組
合
」
を
経
て
、

昭
和
四
十
二
年
に
現
在
の
「
長
崎
県
建
設
産
業
労

働
組
合
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

呼
称
を
「
長
建
労
」
か
ら
「
長
崎
建
労
」
平
成

十
二
年
か
ら
現
在
の
「
建
設
長
崎
」
に
。
こ
の
間
、

苦
節
を
経
て
今
日
第
七
十
回
定
期
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
今

は
な
き
先
駆
者
、
多
く
の
先
輩
の
皆
様
の
ご
労
苦

に
よ
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
昨
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
大
規
模

な
景
気
対
策
、
日
銀
の
異
例
な
金
融
緩
和
や
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
マ
イ
ナ
ス
、
四
月
か
ら
の
消
費
税
八
％
引
き

上
げ
に
よ
る
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
五
年
振
り
の

減
少
、
ゼ
ネ
コ
ン
等
の
大
幅
な
増
収
増
益
、
国
民

や
中
小
企
業
に
は
そ
の
実
感
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
自
然
災
害
の
多
発
、
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、
長
崎
国
体
・
大
会
の
開
催
等
、
慌
た
だ
し

い
一
年
で
し
た
。

年
末
に
は
電
撃
的
な
「
今
の
う
ち
解
散
」
で
戦

後
最
低
の
投
票
率
の
結
果
、
自
公
の
安
定
多
数
の

議
席
獲
得
、
本
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
も
、
県

議
会
の
議
席
を
自
民
党
が
独
占
、
推
薦
議
員
は
四

勝
四
敗
な
が
ら
、
県
都
長
崎
市
で
失
っ
て
い
た
社

民
党
の
議
席
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

市
議
選
・
町
議
選
で
は
七
人
、
全
員
の
当
選
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
ご
家
族
の
皆

様
の
力
強
い
ご
支
援
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
安
全
保
障
関
連
法
案
に
、
首
相
出
身

の
山
口
県
と
被
爆
地
で
あ
る
長
崎
県
の
二
県
議
会

は
賛
同
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
本
年
七
月
十
六
日
の
衆
議
院

本
会
議
で
安
全
保
障
関
連
法
案
は
世
論
を
無
視
し

て
、
自
公
で
強
行
採
決
・
可
決
し
、
参
議
院
に
送

ら
れ
ま
し
た
。
正
に
立
憲
主
義
と
世
論
無
視
の
暴

挙
で
す
。
主
権
は
国
民
に
あ
り
、
私
た
ち
は
平
和

憲
法
を
守
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
日
の
地
方
の
建
設
技
能
労
働
者
は
二

十
年
間
で
三
割
も
減
少
し
、
建
設
技
能
者
の
大
量

離
職
を
迎
え
る
今
後
十
年
間
が
建
設
産
業
の
最
大

の
ピ
ン
チ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
国
土
交
通
省
は
労
働
者

不
足
の
原
因
を
「
低
賃
金
」
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
三
年
連
続
引
き
上
げ
、

延
べ
二
八
・
五
％
引
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
と
併
せ
て
、
元
請
け
と
一
次
下
請
け
企
業

を
社
会
保
険
加
入
業
者
に
限
定
し
、
日
建
連
、
建

設
業
界
団
体
も
、
労
働
団
体
も
一
体
と
な
り
、
劣

悪
な
単
価
・
賃
金
を
引
き
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
強
ま
る
社
会
保
険
未
加
入
指
導
へ
の
対
応
と

し
て
、
社
会
保
険
、
建
退
共
と
、
仕
事
確
保
が
で

き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
、
県
、
業
界
団
体
が
設
計
労
務
単
価
引
き
上

げ
に
呼
応
し
、
賃
金
引
き
上
げ
と
法
定
福
利
費
確

保
を
目
指
し
て
い
る
今
が
、
私
た
ち
中
小
企
業
や
、

町
場
の
現
場
で
働
く
技
能
労
働
者
の
賃
金
引
き
上

げ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、「
法
定
福
利
費
の
別
枠

支
給
確
保
と
、
標
準
見
積
書
の
活
用
」
を
進
め
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
担
い
手
三
法
が
四
月
一
日
よ
り
全
面
施

行
さ
れ
、「
運
用
指
針
」
に

基
づ
い
た
改
善
が
叫
ば
れ
、

大
手
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に

対
抗
す
る
た
め
、
全
建
総
連

は
本
年
四
月
（
一
社
）
全
建

総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
を
設

立
し
、
地
元
に
密
着
し
た
中

小
の
建
設
業
者
の
仕
事
確
保

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

更
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
県
八
市
一
町
で

実
施
。
国
に
お
い
て
省
エ
ネ
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
の
予
算
額

は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
安
全
型
リ
フ
ォ
ー
ム
」
の
み

と
な
り
、
三
億
か
ら
六
千
五
百
万
円
に
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
、
組
合
員
・
家
族
の
命
と
健
康
を
守
る
建

設
国
保
の
平
成
二
十
七
年
度
の
国
保
組
合
に
対
す

る
予
算
獲
得
は
、
皆
さ
ん
の
三
三
、
二
六
五
通
の

は
が
き
要
請
行
動
で
、
水
準
を
維
持
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
来
年
度
の
概
算
要
求
に
向
け
た
は
が

き
要
請
行
動
も
（
一
六
、
四
九
二
通
）
集
約
、
投

函
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
積
極
的
な
取
り
組
み
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
十
月
に
、
国
民
一
人
一
人
に
交
付

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
来
年
一
月
か

ら
は
、
長
建
国
保
の
資
格
や
給
付
の
届
け
出
の
際

に
は
、
個
人
番
号
が
必
要
に
な
る
見
込
み
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
正
式
に
定
ま
っ
た
段
階
で
、
機

関
紙
等
を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
組
織
拡
大
で
す
が
、
高
齢
化
廃
業
、
若

年
者
が
入
職
し
て
こ
な
い
厳
し
い
状
況
の
中
、
年

間
拡
大
を
達
成
し
た
支
部
は
一
五
支
部
中
、
九
支

部
で
う
ち
純
増
し
た
支
部
が
六
支
部
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
は
一
三
名
の
減
少
に
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
来
年
四
月
十
六
日
に
挙
行
の
組
合
結

成
七
十
周
年
・
長
建
国
保
設
立
四
十
五
周
年
記
念

式
典
ま
で
に
は
何
と
し
て
も
六
、
三
〇
〇
名
以
上

の
組
織
で
迎
え
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
改
め
て

新
し
い
仲
間
の
紹
介
と
脱
退
防
止
の
取
り
組
み
を

強
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
明
る
い
建
設
産
業
の
未
来
を
展
望
し
た
諸

活
動
の
内
容
と
充
実
を
図
り
、
積
極
的
に
活
力
あ

る
組
合
作
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
以
上
雑
駁
で
す
が
、
執
行
部
を
代
表

し
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

日
本
は
今
、平
和
国
家
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
か
の
分
岐
点

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会

工
藤
政
志
郎

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

齋
藤

徳
重

秋
田
建
築
労
働
組
合佐

々
木
澄
夫

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

三
浦

一
男

茨
城
県
建
築
連
合
会中

野

進

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会

森
田

良
雄

建
設
埼
玉

吉
田

三
男

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

齊
藤

顕

全
建
総
連
千
葉
県
連
合
会

鈴
木

友
則

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

鈴
木

徳
男

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会

伊
東

昇

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会

深
澤

俊
雄

新
潟
県
建
設
ユ
ニ
オ
ン

浅
野

文
英

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

林

衛

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部

松
浦

鐘
利

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合

志
賀

政
和

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会

久
野

弘

全
愛
知
建
設
労
働
組
合

横
山

貢

滋
賀
県
建
築
組
合西

野

哲
夫

大
阪
建
設
労
働
組
合関

谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合

中

巌

奈
良
県
建
設
業
振
興
会

栗
山

司

和
歌
山
建
設
労
働
組
合

坂
本

和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会池

田

勝
美

島
根
県
建
築
組
合
連
合
会

津
森

強

広
島
県
建
設
労
働
組
合

奥
川

正
司

建
設
山
口

吉
村

修

徳
島
県
建
設
労
働
組
合

西
岡

孝
義

フ
レ
ッ
セ

尾
方

巧

香
川
県
建
設
労
働
組
合

中
西

孝
司

愛
媛
県
建
設
労
働
組
合

髙
岡

聖
泰

高
知
県
建
設
労
働
組
合

杉
本

義
忠

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

下
川

一
雄

熊
本
県
建
築
労
働
組
合

木
村

正

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

西

友
三
郎

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

森

光
一

長
崎
県
議
会
議
員山

田

博
司

長
崎
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
長

松
本

崇

島
原
市
長

古
川
隆
三
郎

雲
仙
市
長

金
澤
秀
三
郎

西
海
市
長

田
中

隆
一

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

松
浦
市
長

友
広

郁
洋

平
戸
市
長

黒
田

成
彦

時
津
町
長

吉
田

義
德

長
与
町
長

吉
田

愼
一

建設長崎第70回定期大会スローガン（案）
⑴ 組合結成70周年記念式典迄に350名を
加入させよう！

⑵ 日常のふれあい行事の実践で、内部強
化を図ろう！

⑶ 青年部・主婦会の育成を図り、家族ぐ
るみの運動に発展させよう！

⑷ 県下全域に住宅リフォーム助成制度の
創設と拡充を図ろう！

⑸ 建設技能者の実質賃金の引き上げと、
労働条件の改善を図ろう！

⑹ 魅力ある建設産業を目指し、若年技能
者が育つ環境を築こう！

⑺ 長建国保の国庫補助を現行水準確保で
生命と健康を守ろう！

⑻ 助けあい共済の健全運営で、福祉共済
の充実を図ろう！

⑼ 建設現場から労働災害を撲滅し、未適
用現場をなくそう！

⑽ 大衆増税に反対し、納税者の権利を確
立しよう！

⑾ 憲法9条を活かし、平和と民主主義を
守ろう！

⑿ 機関紙「建設長崎」を、みんなが読む
新聞にしよう！

（敬称略）
大会諸役員

●大会議長

●大会書記

●選挙管理委員長
大庭真八（佐世保東）

古井宏樹（佐世保東支部担当）

田中秀則

江頭孝一（東長崎支部担当）

金子嘉和（浦上東）

●大会運営委員長兼
資格審査委員長

髙谷義信

北村 政和 氏

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第602号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）8月15日発行



私たちは本日、建設長崎第70回定期
大会を開催し、新年度の運動方針とし
て、組織強化と拡大、仕事と生活を守
り、社会保障の拡充を中心とした取り組みを決定した。
国土交通省は、建設業界への若年入職者の減少が危機
的状況だとして、公共工事における設計労務単価の3年
連続引き上げや社会保険への加入を進めている。国や業
界が指導している標準見積書で法定福利費相当分を含む
適正な単価と賃金を確保しなければ将来の建設業を担う
技能労働者は育たない。
安倍政権は、大型の経済政策で景気回復を進めている
が、大企業の大幅な収益向上のみが目立ち、中小の現場
で働く人の仕事と生活は依然厳しいままである。
私たちが要望してきた県住宅性能向上リフォーム支援
事業は、国の省エネ住宅ポイントが復活したことから予
算は6500万円に減少した。しかし各市町が独自に実施し
ている「住宅リフォーム助成制度」は継続され、私たち
にとっての仕事確保につながり、大きな経済波及効果を
もたらしている。引き続き県下各自治体に創設・拡充す
ることを要請し、地域に根ざした地元工務店の受注機会
と適正価格の回復によって若手技能後継者が育つ賃金・
労働条件の環境づくりをめざしていかねばならない。
また、私たちの生命と健康を守る建設国保は、建設労
働者にとって最も適した健康保険であり、組合の歴史は
国保の育成強化を求める運動と連動して推進してきた。
私たちは建設国保の補助金獲得と医療保険制度の一元化
に反対し、全国の仲間とともに建設国保を守る運動に全
力で取り組んでいく。
来年4月の組合結成70周年までに350名の仲間を拡大
し、ふれあい行動で組織を増勢に転じて70周年を笑顔で
迎えよう。更には、私たちが望む政策制度の要求実現を
図るために、来夏の参議院選挙については推薦候補の必
勝をめざして闘い抜こう。
建設長崎は、「70年の歴史を糧に、揺るがぬ団結と運
動で、仕事・賃金・労働条件改善、組織強化を図る」こ
とをメインスローガンとして、本大会で決定した運動方
針に則って全力で推進することを宣言する。
平成27年7月19日

長崎県建設産業労働組合第70回定期大会

平成27年度本部役員名簿

平成27年度

新本部
役員紹介

副委員長
（平戸）

寺田 孝弘

書記長

石田 哲雄

執行委員
（平戸）

原田 仁志

副委員長

田上 一郎

書記次長

西平 博之

執行委員待遇
（浦上西）
山形マス子

役
職
名

氏

名

出
身
支
部

職

種

新
再
任
別

執
行
委
員
長

北
村

政
和

西

彼

専

従

再

任

副
執
行
委
員
長

舩
津

栄
市

市

南

専

従

再

任

◎
副
執
行
委
員
長

田
上

一
郎

浦

上

西

専

従

新

任

副
執
行
委
員
長

髙
谷

義
信

諫

早

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

東

長

崎

大

工

再

任

副
執
行
委
員
長

田
中

秀
則

浦

上

東

左

官

再

任

◎
副
執
行
委
員
長

寺
田

孝
弘

平

戸

大

工

新

任

◎
書

記

長

石
田

哲
雄

浦

上

西

専

従

新

任

◎
書
記
次
長

西
平

博
之

佐
世
保
東

専

従

新

任

執
行
委
員

佐
藤

圭
介

浦

上

東

専

従

再

任

執
行
委
員

若
杉

孝
雄

中

央

専

従

再

任

執
行
委
員

内
野

幸
雄

中

央

大

工

再

任

執
行
委
員

本
多

常
秋

中

央

型
枠
大
工

再

任

執
行
委
員

北
村

五
男

大

浦

左

官

再

任

執
行
委
員

平
山

正
則

大

浦

大

工

再

任

執
行
委
員

山
本

秀
夫

市

南

大

工

再

任

執
行
委
員

小
宮

清
治

市

南

大

工

再

任

執
行
委
員

里

澄
宏

東

長

崎

大

工

再

任

執
行
委
員

尾
上

正
範

東

長

崎

左

官

再

任

執
行
委
員

村
岡

広
明

浦

上

西

左

官

再

任

執
行
委
員

佐
藤

昭
彦

浦

上

西

塗
装
工

再

任

執
行
委
員

田
崎

順
一

浦

上

東

畳

工

再

任

執
行
委
員

野
口

耕
平

浦

上

東

内
装
工

再

任

執
行
委
員

植
田

勝
次

西

彼

瓦

工

再

任

執
行
委
員

井
手

保

西

彼

左

官

再

任

執
行
委
員

樋
口

義
雄

諫

早

大

工

再

任

執
行
委
員

田
崎

義
光

諫

早

大

工

再

任

執
行
委
員

伊
藤

一
廣

大

村

大

工

再

任

執
行
委
員

中
尾

政
男

大

村

大

工

再

任

執
行
委
員

木
之
田

隆

島

原

大

工

再

任

執
行
委
員

山
田

哲
夫

島

原

大

工

再

任

執
行
委
員

塚
本

芳
美

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執
行
委
員

宮
野

喜
吉

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執
行
委
員

茅
原
喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

再

任

執
行
委
員

長
島

則
行

佐
世
保
東

大

工

再

任

執
行
委
員

小
林

健
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執
行
委
員

福
田

栄
治

佐
世
保
北

大

工

再

任

執
行
委
員

須
藤

輝
久

北

松

大

工

再

任

執
行
委
員

近
藤

力
也

北

松

大

工

再

任

執
行
委
員

岡
田

眞

平

戸

大

工

再

任

◎
執
行
委
員

原
田

仁
志

平

戸

土
木
工

新

任

会
計
監
査

平
出

壽
夫

浦

上

西

設
計
士

再

任

会
計
監
査

木
下

忠
明

諫

早

大

工

再

任

会
計
監
査

川
元

俊
彦

佐
世
保
中
央

大

工

再

任

執
行
委
員
待
遇

村
上

昌
也

諫

早

青
年
部

再

任

執
行
委
員
待
遇

山
下

洋
二

市

南

青
年
部

再

任

執
行
委
員
待
遇

馬
場
ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

再

任

◎
執
行
委
員
待
遇

山
形
マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

新

任

特
別
執
行
委
員

澤
山

敬
子

東

長

崎

専

従

再

任

特
別
執
行
委
員

渕
上

武
司

佐
世
保
中
央

専

従

再

任

特
別
執
行
委
員

大
賀

修
司

東

長

崎

専

従

再

任

◎
特
別
執
行
委
員

池
田

剛

浦

上

東

専

従

新

任

本
部
理
事

前
田

三
男

浦

上

西

大

工

本
部
理
事

丸
田

勉

佐
世
保
東

大

工

大会宣言
村上青年部長 拡大功労支部表彰

年間拡大目標を達成し、
純増した支部表彰

▲
諫
早
支
部

（
樋
口
支
部
長
）

▲
佐
世
保
中
央
支
部

（
塚
本
支
部
長
）

▲
大
村
支
部

（
伊
藤
支
部
長
）

▲
東
長
崎
支
部

（
里
支
部
長
）

▲
佐
世
保
東
支
部

（
茅
原
支
部
長
）

▲
島
原
支
部

（
山
田
副
支
部
長
）

退
任
お
疲
れ
様
で
し
た

丸田 勉さん
（佐世保東支部）
前副委員長

年間拡大目標を
達成した3支部

浦
上
西
支
部

（
村
岡
支
部
長
）

中
央
支
部

（
内
野
支
部
長
）

西
彼
支
部

（
植
田
支
部
長
）

◎新任
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運
動
の
大
切
さ
を
痛
感

中
央
支
部

太
田

俊
一

久
し
ぶ
り
に
定
期
大
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
組
合
代
議
員
皆

様
の
熱
心
な
討
議
に
ふ
れ
、
組

合
運
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛

感
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
分
会
役
員
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
組
合
運

動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

組
合
を
盛
り
上
げ
る
一
員
に

東
長
崎
支
部

吉
田

智
弘

定
期
大
会
へ
の
参
加
は
今
回

で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

組
合
費
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ

れ
て
い
る
の
か
、
各
支
部
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

な
ど
参
考
に
し
、
組
織
拡
大
、

支
部
活
動
な
ど
、
建
設
長
崎
及

び
東
長
崎
支
部
を
盛
り
上
げ
る

一
員
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

懐
か
し
い
仲
間
に
も
会
え
た

西
彼
支
部

薗
田

稔

大
会
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
組
合
活
動
や
予

算
等
丁
寧
な
説
明
に
感
心
し
ま

し
た
。
本
部
役
員
の
皆
様
、
大

変
ご
苦
労
様
で
す
。
多
く
の
仲

間
の
中
に
懐
か
し
い
顔
が
見
ら

れ
て
大
変
嬉
し
い
大
会
で
し
た
。

還
暦
過
ぎ
た
け
ど
ま
だ
ま
だ
頑

張
る
ぞ
ー
！

組
織
拡
大
に
向
け
て

大
浦
支
部

土
屋

俊

質
疑
応
答
で
意
外
と
質
問
が

出
て
びっ
く
り
。長
建
に
仲
間
を

誘
う
た
め
に
も
還
元
の
話
と
か

も
う
少
し
突
き
詰
め
ら
れ
た
ら

…
。
今
長
建
に
居
る
仲
間
と
の

交
流
も
大
切
だ
と
は
思
う
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
組
織
拡
大
の
為
、
加

入
し
た
時
の
メ
リ
ッ
ト
を
明
確

に
し
た
ら
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

組
織
の
強
化
・
拡
大
・
団
結
の
大
事
さ
を
痛
感

佐
世
保
北
支
部

倉
富

保
信

今
回
節
目
あ
る
第
七
十
回
定

期
大
会
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事

は
、
役
員
の
方
々
と
組
合
員
の

皆
様
方
の
ご
苦
労
と
ご
協
力
が

あ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
何
回

も
定
期
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
組
合
の
組

織
強
化
と
拡
大
、
組
合
の
団
結

が
大
事
だ
と
今
回
も
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
来
年
四
月
の
組
合

結
成
七
十
周
年
大
会
に
は
、
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
が
増
え
る

よ
う
、
拡
大
運
動
に
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

分
会
で
の
活
動
に
活
か
す

佐
世
保
東
支
部

迎

農
志
雄

初
め
て
大
会
に
参
加
し
、
組

合
の
活
動
や
運
動
方
針
が
少
し

で
も
わ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ

の
経
験
を
活
か
し
、
分
会
で
も

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

取
り
組
み
に
参
加
し
、
貢
献

浦
上
西
支
部

川
瀬

彰

今
回
定
期
大
会
に
参
加
し
て
、

ど
こ
の
支
部
も
各
々
努
力
し
て

い
る
こ
と
や
、
予
算
等
お
金
が

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ

て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
資
料
も
四
冊
も
貰
っ

た
の
で
読
み
返
し
、
組
合
員
と

し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

取
り
組
み
に
協
力
し
た
い

大
村
支
部

一
瀬

純
男

第
七
十
回
と
節
目
の
大
会
に

始
め
て
の
参
加
で
す
。
代
議
員

の
皆
さ
ん
か
ら
の
活
発
な
質
疑

な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
、
改

め
て
組
合
の
運
動
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
厳
し
い
中
、
仕
事
確
保

運
動
な
ど
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
組
織
拡
大
な
ど
、
私
に
も

参
加
出
来
る
取
り
組
み
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
が
多
く
勉
強
に
な
っ
た

浦
上
東
支
部

田
島

浩
文

定
期
大
会
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

が
沢
山
あ
り
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
組
合
活

動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
の
た
め
に
や
っ
て
い
く

平
戸
支
部

松
本

篤
志

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
各

支
部
の
人
達
が
多
く
集
ま
っ
て

い
る
の
を
見
て
大
変
驚
き
ま
し

た
が
、
建
設
長
崎
の
活
動
内
容

や
予
算
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
組
織
拡
大
の
為
に
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員

の
一
人
と
し
て
、
建
設
長
崎
の

た
め
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

思
い
を
新
た
に
活
動

佐
世
保
中
央
支
部

末
吉

重
一

定
期
大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
改
め
て
活
動
内
容
を
考
え

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
方
や
、
一
度
も
参
加
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
活
動
内
容
を

知
る
事
が
出
来
る
の
で
、
参
加

さ
れ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

思
い
を
新
た
に
組
合
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
た

市
南
支
部

篠
原

孝
弘

私
は
定
期
大
会
に
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
今
後
の

組
合
方
針
や
予
算
に
つ
い
て
の

様
々
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
の
真
剣
さ
に
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。

私
も
今
後
の
組
合
活
動
に
出

来
る
だ
け
参
加
し
て
い
き
た
い

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

充
実
し
た
大
会
だ
っ
た

諫
早
支
部

辻

啓
人

定
期
大
会
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
が
、
様
々
な
意
見
が
た

く
さ
ん
出
て
い
て
、
と
て
も
充

実
し
た
大
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

積
極
的
に
活
動
し
て
い
く

島
原
支
部

小
嶺

栄
助

今
回
の
定
期
大
会
は
昨
年
に

比
べ
質
疑
も
多
く
、
充
実
し
た

内
容
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

各
支
部
の
代
議
員
の
皆
さ
ん
も

大
会
に
向
け
て
勉
強
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
、
組
合
活

動
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

建
設
長
崎
も
七
十
周
年
を
迎

え
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
で
あ
ろ
う
建
設
業
界
を
生
き

抜
く
た
め
に
も
、
組
織
の
更
な

る
団
結
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
建

設
業
界
の
た
め
に
も
、
今
回
の

経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
組
合

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

組
織
拡
大

表
彰
を
目
指
す

北
松
支
部

萩
原

正
清

定
期
大
会
に
参
加
し
て
十
五

年
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
今
回

は
七
十
回
と
い
う
節
目
に
参
加

で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

又
、
今
年
は
組
織
拡
大
の
表
彰

が
九
支
部
も
あ
り
、
そ
の
中
に

北
松
支
部
が
な
く
寂
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
が
、
次
の
大
会
で

は
表
彰
さ
れ
る
よ
う
、
組
織
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
、
長
い
間

県
北
総
支
部
を
ま
と
め
て
頂
い

た
丸
田
副
委
員
長
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

書
記
局西田

光
孝

今
回
初
め
て
定
期
大
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
建
設

業
の
現
状
、
課
題
を
知
る
と
共

に
、
組
合
の
役
割
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
様
、
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

定期大会に参加して第70回
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平 成
27年度

事
業
主
の
皆
様
へ

多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡
回型による健康診断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも
ぜひこの健康診断を年に一度の健康チェックとしてご活用いた
だきますようご案内いたします。

巡回健診の
ご案内

■ 受診対象者
受診対象者は、平成27年4月1日現在
で長建国保に加入している40歳以上の方
（同日現在の加入者で平成28年3月31日
までに40歳になる方を含む）で、長建国
保の特定健診受診券の交付を受けている
方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担

2，000円で基本検査項目を受診すること
ができます。

■ 受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記
入の上、実施日の2週間前までに組合窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095‐862‐6246
○郵送の場合：〒852‐8021

長崎市城山町29‐26長建国保宛
※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、
詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を
直接予約すると受診できます。お仕事などで決められた
日時に受診できなかったときも再度予約すれば受診でき
ますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早
めに受診いただくことをおすすめします。

組
合
特
別
健
診
実
施
の
お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
有
病
者
・
予
備

群
を
抽
出
す
る
た
め
の
検
査
が
項
目
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
、
そ
れ
以
外
の
独
自

の
検
査
項
目
と
し
て
特
定
健
康
診
査
時
に
「
胸
部
Ｘ
線
検
査
」
を
追
加
し
た
「
組
合
特
別
健
診
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

1
、
受
診
対
象
者

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
現
在
で
長
建
国
保
に

加
入
し
て
い
る
四
〇
歳
以
上
の
方
（
同
日
現
在
の

加
入
者
で
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

四
〇
歳
に
な
る
方
を
含
む
）
で
特
定
健
診
受
診
券

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

（
受
診
対
象
者
に
は
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
平

成
二
十
七
年
五
月
に
送
付
済
で
す
。）

2
、
受
診
料
（
受
診
者
の
個
人
負
担
額
）

受
診
料
の
個
人
負
担
額
は
〇
円
で
す
。

3
、
申
込
方
法

実
施
医
療
機
関
に
直
接
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
際
は
「
長
建
国
保
の
、
特
定
健
診
に

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
組
合
特
別
健
診
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
一
言
添
え
て
下
さ
い
。

受
診
日
当
日
は
、『
特
定
健
康
診
査
受
診
券
』、

『
質
問
票
（
記
入
し
た
も
の
）』、『
保
険
証
』
を

忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ
お
持
ち
下
さ
い
。

4
、
実
施
機
関

平
成
二
十
八
年
三
月
末
ま
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

平成
27年度人間ドック実施のお知らせ
長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、
疾病の予防と早期発見により健康管理の一層の推進を図る為、
組合員と配偶者（主婦）の「1泊2日」、「日帰り」の人間ドッ
クを実施します。
■受診対象者
●長建国保加入の組合員
●配偶者（主婦）
【条件】 ①1泊2日 満40歳以上の方

日帰り 満35歳以上の方
②保険料を完納している組合員

■受診料（受診者の個人負担額）
個人負担額 1泊2日 受診者1人につき15，000円

日帰り 受診者1人につき6，000円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。
■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願い致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）
■実施期間
平成27年4月1日から翌年3月末まで実施致します。
■検診の内容
①身体検査 ②血圧測定 ③心電図検査 ④眼底検査
⑤尿検査 ⑥便検査 ⑦血液検査 ⑧肺機能検査
⑨胸部Ｘ線検査 ⑩胃部Ｘ線検査 ⑪超音波検査
⑫骨密度Ｘ線検査 ⑬体力測定 ⑭婦人科検診（子宮癌、
乳癌） 等 ※検査内容は、病院によって多少異なります。
■実施医療機関
・ながさき内科リウマチ科病院・虹が丘病院
・福田ゆたか外科医院・大村市民病院・久保内科病院
・五島中央病院・さとう内科医院・長崎原爆病院
・日赤諫早病院・佐世保中央病院・平戸市民病院
※受診対象者（男性、女性）、受診区分（1泊2日、日帰り）、
婦人科検診内容（乳癌、子宮癌）等、詳しくは所属支部事
務所までお問い合わせ下さい。

事
業
所
健
診
の

健
診
結
果
を
ご
提
供
下
さ
い
‼

組
合
で
は
、
加
入
者
の
医
療

費
や
介
護
費
用
の
負
担
を
抑
え

る
た
め
、
特
定
健
診
（
メ
タ
ボ

健
診
）
や
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

特
に
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、

受
診
者
を
増
や
す
よ
う
国
・
県

の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
組
合

で
は
様
々
な
機
会
や
広
報
を
通

じ
て
受
診
勧
奨
と
受
診
率
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
受
診
率
に
つ
い
て
は
、

事
業
所
健
診
を
受
診
し
た
方
で
、

そ
の
健
診
結
果
の
写
し
を
組
合

に
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
特
定

健
診
の
受
診
者
と
し
て
受
診
率

に
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
事
業

所
健
診
を
実
施
さ
れ
、
受
診
者

の
中
に
当
組
合
の
加
入
者
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
そ
の
加

入
者
の
方
に
係
る
健
診
結
果
の

写
し
を
組
合
に
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、本
件
は
、法
令
等
に
基
づ

き
行
っ
て
い
る
た
め
事
業
主
が

健
診
結
果
表
を
提
供
す
る
こ
と

は
法
令
違
反
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

■
対
象
者

事
業
所
健
診
を
受
診
さ
れ
た

方
で
当
組
合
に
加
入
し
て
い
る

四
十
〜
七
十
四
歳
の
方
。

■
健
診
結
果
の
提
供
方
法

対
象
者
の
方
で
、
健
診
結
果

を
提
供
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

受診券の他に①「特定健診実施機関
一覧表」②「質問票」③「巡回健診申込
書」④「特定健診受診券」を同封して
いますので是非ご覧下さい。

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

長建国保に1年以上加入している40～75歳
未満の方で、特定健診受診券の交付を受けて
いる方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載され
ている医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することが
できません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願
いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝
機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査
も行います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる
場合があります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はあ
りません。
受診券に記載されている有効期限までに受診
して下さい。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

長
建
国
保
だ
よ
り

■ 平成27年度 巡回健診実施予定会場
（下記会場の中からお選び下さい。）

会 場

佐世保市民会館
（佐世保市花園町10‐19）

建設長崎島原支部
（島原市門内町丙988‐8）

※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する可能性がありますのでご了承下さい。

時 間

9時～12時

9時～12時

実 施 日

平成27年
11月8日㈰

平成27年
11月29日㈰

■ 受診に必要なもの
○特定健康診査受診券
○保険証
○健診機関から送付される
受診票（記入してお持ち
下さい。）
○実費（選択検査申込者の
み）
○検査用容器など

《選択検査項目》
（希望者のみ・全額自己負担）

○肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円）
○胃がん検査（2，500円）
○喀痰細胞診
（肺がん三日間蓄痰 3，500円）
○大腸がん検査（1，300円）
○前立腺がん検査（2，000円）
○子宮頚がん検査
（自己採取法 2，500円）

※選択検査を受診される方は上記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。

■ 巡回健診の検査項目
《基本検査項目》
（受診券利用で自己負担なし）

○身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）
○血圧測定
○医師問診 ○尿検査（尿糖・尿蛋白）
○血液検査（脂質検査・肝機能検査・血
糖検査）
○胸部レントゲン検査 ○腎機能検査
○心電図検査 ○貧血検査
○痛風検査 ○視力・聴力

長崎市茂里町
095‐841‐9612

長崎市花丘町
095‐848‐9171

長崎市上戸町
095‐879‐0705

佐世保市田原町
0956‐49‐3377

諫早市多良見町
0957‐27‐2127

大村市古賀島町
0957‐52‐2161

平戸市草積町
0950‐28‐1113

長崎市油屋町
095‐822‐3151

佐世保市大和町
0956‐33‐5335

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

長崎市小峰町
095‐846‐1888

長崎市深堀町
095‐871‐1515

長崎市大浦町
095‐821‐1367

長崎市滑石
095‐857‐3000

長崎市虹が丘町
095‐856‐1112

長崎市富士見町
095‐861‐1477

長崎市新地町
095‐822‐3251

長崎市淵町
095‐861‐1111

長崎市籠町
095‐821‐1214

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳州会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎市立市民病院

長崎市立病院成人病センター

十善会病院

5．実施医療機関

毎月1回15日発行 2015年（平成27年）8月15日発行建 設 長 崎第602号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�
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大型機械など倉庫に眠っていませんか？

〇〇工務店 TEL 000-000-0000

〇〇工務店へ〇〇工務店へ〇〇工務店へ

A タイプ B タイプ

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

浦
上
西
支

部
で
は
、
八

月
二
日
㈰
に

十
八
銀
行
城

山
支
店
駐
車

場
に
て
、
城

栄
商
店
街
夏

祭
り
に
協
賛

し
、
住
宅
デ

ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
は
台

風
の
影
響
で
、

秋
に
組
合
本

部
に
て
開
催

し
た
の
で
、

二
年
振
り
に

当
地
で
の
開

催
と
な
り
ま

し
た
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
の
行

事
に
な
っ
た
の
か
、
開
始
時
間

前
に
は
、
数
人
の
方
が
受
付
に

来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

予
定
時
間
の
十
時
に
な
り
、

支
部
長
、
委
員
長
の
挨
拶
で
作

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

包
丁
一
八
六
本
、
ま
な
板
削

り
三
十
二
枚
、
そ
の
他
に
枝
切

ハ
サ
ミ
、
カ
マ
等
色
々
な
刃
物

が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
参

加
頂
い
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
無
事
き
れ
い
に
仕
上
が

り
、
お
客
さ
ん
か
ら
は
、「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の

声
も
か
け
て
頂
き
、
喜
ん
で
頂

い
て
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
の
住

宅
相
談
は
無
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り
、

当
日
は
市
民
大
清
掃
と
も
重
な

り
、
暑
い
中
で
の
作
業
だ
っ
た

の
で
、
次
回
に
向
け
検
討
も
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

終
盤
に
想
定
外
の
バ
タ
バ
タ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
、

猛
暑
の
中
、
頑
張
っ
て
下
さ
っ

た
組
合
員
さ
ん
、
主
婦
会
の
皆

さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。来

年
は
涼
し
い
時
期
に
開
催

出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
支
部
長

村
岡
広
明
）

協
会
は
、
平
成
二
十
七
年
七

月
二
十
三
日
㈭
、
長
崎
県
農
協

会
館
に
お
い
て
一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
て
三
回
目
の
「
定
期

総
会
」
を
開
催
。

冒
頭
に
七
・
二
三
長
崎
大
水

害
の
犠
牲
者
に
対
し
出
席
者
全

員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
あ
と
、

髙
谷
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
相
川
会
長
は
、
建
設
業

界
を
取
り
巻
く
現
状
を
報
告
し

た
う
え
で
「
建
産
連
と
の
連
携

を
深
め
、
人
材
確
保
対
策
の
取

り
組
み
や
、
県
に
対
す
る
要
請

行
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
将
来
に
わ
た
り
技

術
技
能
の
継
承
や
若
年
技
能
後

継
者
の
育
成
、
魅
力
あ
る
建
設

産
業
の
構
築
に
総
力
を
結
集
し

て
飛
躍
発
展
を
目
指
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
長
崎
県
土
木
部
の
野
口

浩
次
長
及
び
長
崎
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
の
谷
村
隆
三
会
長

に
、
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
二
十
六
年

度
の
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
決

算
報
告
。
ま
た
、
平
成
二
十
七

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
歳

入
歳
出
予
算
（
案
）
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
平
出
副
会

長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
定
期

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

浦
上
西
支
部
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

村
岡

広
明

佐
藤

昭
彦

平
出

壽
夫

井
上

義
満

木
下

広
次

山
崎

司

山
形

信

前
田

三
男

山
口

好
行

河
上

茂

道
端

敏
章

松
崎

拓
海

前
川

友
一

濵
口

信
夫

宮
崎

二
郎

山
下

健
二

岩
田

輝
雄

松
浦

学

小
峰

秊
夫

古
川

勝

山
形
マ
ス
子

道
端
ナ
ミ
子

栗
原
由
里
子

松
川
波
留
子

有
川
ヤ
ツ
子

松
崎
サ
エ
子

北
村
委
員
長

田
上
副
委
員
長

田
中
副
委
員
長

石
田
書
記
長

足足場場組組立立てて等等作作業業主主任任講講習習会会開開催催ののおお知知ららせせ
①実施予定日
平成27年12月15～16日予定
（2日間）
午前8時30分受付
午前9時～午後5時
②実施会場
建設長崎（県北総合会館佐世保
中央支部）
佐世保市大黒町534‐18
TEL0956‐32‐3200

③講習料
建設長崎組合員 6，000円
組合員以外 8，000円

（テキスト代込み）
④受付方法
支部において随時受付。
写真2枚 サイズ2．5㎝×3．0㎝
学院発行の主任者手帳を所持し
ている場合は提出のこと。

※受講者が20名未満の場合は開催
を延期する場合があります。

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。 ※倉庫の片付け処分、買い取り
好評を得ております‼http://seikatusupport.blog104．fc2．com/

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX(0956)49-3321
佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

鉄基礎型枠、ピケ足場、軽トラ、2t ダンプ、大工道具 etc
買い取り・販売・委託販売 ※売らなくても質預り大歓迎！！

～魅力ある建設産業の構築に
総力を決集～

（一社）長崎県中小建設業協会
第3回定期総会

7・23地域に根ざした、城栄会夏祭り協賛
～包丁研ぎ、まな板削りに汗だく～

平成27年度・組合員家族慰安

建建設設長長崎崎大大運運動動会会 開催のお知らせ
主催／長崎県建設産業労働組合
共催／長崎県建設事業国民健康保険組合、㈳長崎県中小建設業協会

秋空のもと各種競技で汗を流し、支部の仲間とお弁当を囲んで楽しく過
ごしませんか？

平成27年10月18日㈰
午前10時開会

琴海中部運動公園
※雨天の場合は中止

と き

ところ

住
宅
デ
ー

浦
上
西
支
部

〜
猛
暑
の
中
奉
仕
活
動
〜
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